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第 l 部 ミラー磁場に閉じ込められたプラズマ粒子は、磁場の非一様性によって磁力線に沿って、
bounce運動を行なうにもかかわらず、ミラー磁場中プラズマの速度空間不安定性は一様なプラズマを





























第 2 部にわいては、 トーラス型のプラズマ加熱装置にわいて電子のドリフト速度がイオンの音速を
超えた所でプラズマの異常抵抗を生ずることについて理論的解釈を与えた。すなわち従来の理論では
単にイオン音波の励起による異常抵抗の発生を考えており、色々な問題点を残しているが、本論文は
新しい解釈として、まず二流体不安定性により大振幅の電子プラズマ振動が励起され、これがパラメ
トリック結合によりイオン波を励振し異常抵抗を生ずることを明らかにした。
このように本論文はプラズマの不安定性について新しい知見をつけ加えるものであり、学位論文と
して価f直あるものと認iめる D
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